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中国の大学における科学技術革新型人材育成の方策

「基礎強化計画」を例として

趙晋平・竹熊尚夫

はじめに 

中国における高等教育在学人数の規模は 年の時点で、 万人に達し、同年齢におけ

る入学率は ％に達している 。高等教育の規模が拡張され続ける中、伝統的なエリート教

育と新興の大衆教育を兼ね備えた関係という視点から中国エリート教育の発展過程における諸

問題を分析、整理することはますます重要となってきている。 

エリート教育には悠久の歴史があるが、教育の発展に伴い、その意義も次第に拡大している。

中国においてエリート教育は天才教育、英才教育、または才能教育とも言われるが、エリート

教育の理念は根強く浸透している。中国ではこれを人材別教育理念、優秀な人材に施す一種の

育成モデルの反映と位置づけ、厳格に選抜した学生に専門的かつ特別な教育を施すことで、彼

らの潜在能力を充分に発揮させることを目指し、各教育段階に存在し続けている。 

しかしながら、過去においては有効であったエリートの選抜機能が、高等教育大衆化の勢い

の下、変化しているのも事実である。エリート教育における飛び級制度や「コンクールクラス」
2
等は、以前のように支持、尊重されなくなってきている。特に、学科におけるコンクールは、

元来、特殊な才能を持つ者が深く研鑽を積んでいくための限られた道であったが、一部のコン

クールの優勝者が推薦入学の資格が得られるようになり、昨今では、大量の学生が興味本位で

はなく推薦入学の枠を得るためそこに身を投じ、コンクールが本来持つ、学生の学科への興味

の育成という目的とはかけ離れてきていることが指摘されている。例えば、学生たちの気力・

体力および保護者の経済力が大幅に削がれ、深刻な事態に陥っている点や、一部の学生はコン

クール結果を利用して入学したにも関わらず、大学に入るとすぐに興味とやる気を失っている

とされ、こうした事態は学科コンクール制度の選抜効果を大きく引き下げている
3
と評されてい

中国教育部 『 年全国教育事业发展统计公报』

（ 年 月 日アクセス）

一部のトップ進学校で設置されている特進クラスであり、学科オリンピックでの受賞で名門大学の推薦入学

資格の獲得を目標としている。生徒には地域の中学校から選抜され、理数科の得意な子が多い。学科オリンピ

ックで受賞できない生徒は通常の大学入試試験に参加する。

顧明遠 「“全民”奥数非幸事（訳文：数学オリンピックに全国民参加するのはよいことではない）」 『中

国教育报』（ 年 月 日、第 版）「敬畏“不必都学奥数”这一常识（訳文：数学オリンピックの勉強

をみんなで参加する必要がない常識を理解・尊重せよ）」 『中国教育报』（ 年 月 日、第 版）

A comparative study on the non-subject curriculum of Japanese and Korean schools:
 Implications for multicultural education

  Miyeon Kim

『国際教育文化研究』Vol. 23,  2023.  12,  25－38

中国の大学における科学技術革新型人材育成の方策 
−「基礎強化計画」を例として -

趙　晋平・竹熊尚夫

－25（13）－



 

る。このため、科学オリンピックを主な対象とする大学推薦入学の規模は年々縮小され、中国

大学統一入学試験(通称「高考」)以外の特殊推薦ルートは日増しに狭まってきている。 

ただ、「高考」のような大規模な試験における出題では、入試の主な対象群の全てのレベル

を考慮しなければならないため、特別な才能を持つ一部の学生がよい結果を残すことは難しい。

中国では最近の二十年間で、高等教育は急速に拡大してきたため、一層の個性化・多様化を進

める大学入学者選抜制度が取り入れられるべきであるが、そうした特殊選抜のルートが増えた

様子は特に見られない。これまでの区別のない全員競争の局面は、本来あるべきエリート教育

を凡庸化へ追い込むこととなり、その結果、大衆の教育を受ける権利および国のエリート選抜・

育成メカニズムの双方に深刻な制限を与えてしまうのである。 

中国では、「エリートは国の方向性を左右する。知識経済の時代に、科学技術エリート人材

を育成することこそ、新興学科を牽引し、鍵となる技術を攻略し、高度新産業を発展させるた

めの重要な措置」 であると位置づけられている。中国の経済・科学技術の発展は、大量の人材

を急速に必要としており、こうしたエリート人材をいかに多く選抜し、育成していくかが中国

高等教育界を常に悩ませる重要な課題となっている。高等教育改革では、国家戦略で求められ

ている課題へのフォーカスと、多角的な評価モデルの実施が可能なものを最優先で模索し、そ

こから高等教育大衆化における顕在化した問題の解決実現を可能とし、同時にエリート教育も

行い、革新力あるトップ人材育成の有効メカニズムを実現させることが求められている。

こうした背景の下、教育部は徹底した調査・研究に基づき、 年 月に『一部の高等教育

機関における基礎学科募集改革の試みに関する意見』（以下、「基礎強化計画」と略す）を打

ち出した。基礎学科は特に数学、物理学、化学、生物学などを指している。近年中国の科学技

術力の向上は総合的な国力の向上に重要な支えを提供している一方、重大な発明や独創的な研

究成果などの不足問題が生じており、それは基礎学科の発展の遅れ、基礎学科の人材不足と密

接に関連していると議論されている。このため、中国には、基礎学科におけるハイレベルな才

能を持ち、研究分野で「未開の地」に果敢に挑む人材を育成することが強調されている。

こうして開始された「基礎強化計画」は基礎学科を強調し、国と社会の呼びかけに応え、必

要な人材を育成する観点から総合的に優秀な素養を有する、もしくは基礎学科で卓越した学生

の選抜を目的としている。また、基礎研究の波及効果を強化するために、関連大学自身の特色

と結びつけ、数学、物理、化学、生物の他に、一部の文系専攻をも対象分野に入れている。「基

礎強化計画」は、高等教育人材選抜メカニズム、育成モデル、国家戦略上の需要にそれぞれ対

応し、同時にエリート教育ならびに教育の公平性も兼ね備えることを目指し、人材選抜におい

ては多元的評価、多様化する募集方法、専攻別育成、学部・大学院課程一貫教育プログラムの

実施、追跡評価を結びつけて一体化させた革新型トップ人材選抜および育成モデルを積極的に
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る。このため、科学オリンピックを主な対象とする大学推薦入学の規模は年々縮小され、中国

大学統一入学試験(通称「高考」)以外の特殊推薦ルートは日増しに狭まってきている。 

ただ、「高考」のような大規模な試験における出題では、入試の主な対象群の全てのレベル

を考慮しなければならないため、特別な才能を持つ一部の学生がよい結果を残すことは難しい。

中国では最近の二十年間で、高等教育は急速に拡大してきたため、一層の個性化・多様化を進

める大学入学者選抜制度が取り入れられるべきであるが、そうした特殊選抜のルートが増えた

様子は特に見られない。これまでの区別のない全員競争の局面は、本来あるべきエリート教育

を凡庸化へ追い込むこととなり、その結果、大衆の教育を受ける権利および国のエリート選抜・

育成メカニズムの双方に深刻な制限を与えてしまうのである。 

中国では、「エリートは国の方向性を左右する。知識経済の時代に、科学技術エリート人材

を育成することこそ、新興学科を牽引し、鍵となる技術を攻略し、高度新産業を発展させるた

めの重要な措置」 であると位置づけられている。中国の経済・科学技術の発展は、大量の人材

を急速に必要としており、こうしたエリート人材をいかに多く選抜し、育成していくかが中国

高等教育界を常に悩ませる重要な課題となっている。高等教育改革では、国家戦略で求められ

ている課題へのフォーカスと、多角的な評価モデルの実施が可能なものを最優先で模索し、そ

こから高等教育大衆化における顕在化した問題の解決実現を可能とし、同時にエリート教育も

行い、革新力あるトップ人材育成の有効メカニズムを実現させることが求められている。

こうした背景の下、教育部は徹底した調査・研究に基づき、 年 月に『一部の高等教育

機関における基礎学科募集改革の試みに関する意見』（以下、「基礎強化計画」と略す）を打

ち出した。基礎学科は特に数学、物理学、化学、生物学などを指している。近年中国の科学技

術力の向上は総合的な国力の向上に重要な支えを提供している一方、重大な発明や独創的な研

究成果などの不足問題が生じており、それは基礎学科の発展の遅れ、基礎学科の人材不足と密

接に関連していると議論されている。このため、中国には、基礎学科におけるハイレベルな才

能を持ち、研究分野で「未開の地」に果敢に挑む人材を育成することが強調されている。

こうして開始された「基礎強化計画」は基礎学科を強調し、国と社会の呼びかけに応え、必

要な人材を育成する観点から総合的に優秀な素養を有する、もしくは基礎学科で卓越した学生

の選抜を目的としている。また、基礎研究の波及効果を強化するために、関連大学自身の特色

と結びつけ、数学、物理、化学、生物の他に、一部の文系専攻をも対象分野に入れている。「基

礎強化計画」は、高等教育人材選抜メカニズム、育成モデル、国家戦略上の需要にそれぞれ対

応し、同時にエリート教育ならびに教育の公平性も兼ね備えることを目指し、人材選抜におい

ては多元的評価、多様化する募集方法、専攻別育成、学部・大学院課程一貫教育プログラムの

実施、追跡評価を結びつけて一体化させた革新型トップ人材選抜および育成モデルを積極的に

 
劉雲、楊芳娟「我が国の先端科学技術人材計画における科学研究資金援助産出の特徴分析」『科研管理』

年（ ）、 。

『教育部关于在部分高校开展基础学科招生改革试点工作的意见（訳文：一部の高等教育機関における基礎学

科募集改革の試みに関する意見』

（ 年 月 日アク

セス）

 

模索したものであると言えよう。そこで本論では「基礎強化計画」を事例として、その背景、

実施過程と実施状況を明らかにすることで、中国における高等教育段階での科学技術教育が、

その特殊性や背景要因に基づきながらいかに高度な人材育成を達成しようとしているのか、政

策実施の構造や特徴を描き、あわせてその教育的な意義や実施上の課題を提示するものである。

高等教育規模拡大という中国のコンテキストから見れば、「基礎強化計画」の模索と誕生は、

エリート教育と大衆教育が対立から妥協、共存へと向かう一つの試みでもある。また、エリー

ト教育の発展のみならず、高等教育システム全体の発展や改革においても知見を与えるもので

あるといえる。以上の、中国をはじめとした科学技術教育におけるエリート教育と高等教育の

関係性を明らかにする中で、今後の科学教育の展開方策や諸課題の全体概要を示し、日本など

への示唆を導きたい。

１．「基礎強化計画」誕生の背景

中国の大学における革新型トップ人材育成の始まりは、 年に中国科学技術大学で作られ

た「少年クラス」 まで遡る。中国科学技術大学の「少年クラス」は募集、教学、人材管理にお

いて全面的な革新を試み、これまでに 人余りの卒業生を輩出してきた 。社会のために先

端科学分野の人材を育て、革新型トップ人材育成のために貴重な実践と経験を残してきた。

その後、北京大学の「元培計画」、浙江大学の「竺可楨学院」、南京大学の「基礎学科強化

クラス」、清華大学の「基礎学科クラス」などもまた、革新型トップ人材育成に対し、特色あ

る対応策を展開してきた。 年代、教育部は「国家理系基礎革新型トップ人材育成」プラン

を立ち上げ、基礎学科における科学研究ならびに教学人材育成を全面的に展開していくが、そ

れが示すものは革新的意識と比較的優れた研究能力を備えた優秀な革新型トップ人材の育成で

あった。 年、教育部は個別募集政策を打ち出し、大学統一入学試験（高考）の点数のみで

大学への合格が決まる入試制度の改革を試みた。

個別募集政策では、多様化する人材の募集と選抜方法を推進したため、大学入試で「一生が

決まる」構造を打破することへの積極的な効果があり、大学、受験生、社会からも認められる

結果となった。しかし、関連大学による特色ある育成プランが不十分であり、個別募集政策で

入学してくる学生自身の興味や特徴に応じた教育が難しく、特に基礎ができて能力も高い個別

の学生の発展に対応できるカリキュラムが設けられず、彼らの成長にとっては不利となったこ

となどから別の「不公平」を生み出してしまったとも評されている 。こうした状況の中で、革

新型トップ人材に対する募集と育成モデル改革という国からの要請の下、個別募集政策は

 
現在、少年クラスの募集は中国科学技術大学、西安交通大学、東南大学の三大学である。 年の募集規模

はそれぞれ 人（ 、 年

月 日アクセス）、 人

、 年 月 日

アクセス 、 人（ 、 年 月 日アクセ

ス）であり、中国科学技術大学と東南大学の募集対象は高校二年生（を含む）以下の理系生徒、西安交通大学

の募集対象はその年の中学校卒業生である。

邬大光、葉美金「基礎学科トップ人材育成の道と術」『中国高等教育』 年 、

楊浩、呂可苹「我が国の大学自主募集の問題に関する研究」『学理論』 年 、

－27（15）－



 

年に歴史の表舞台から姿を消し、同時に基礎強化計画の実施がスタートした。同年の、北京大

学と清華大学の新入生のうち、約 ％が「基礎強化計画」によるもので、コンクールや推薦入

試により入学した者は ％に満たなかった。

そこで以下では、「基礎強化計画」成立の背景要因を三つの点から分析する。

 

１）革新発展戦略の前提としての認識から作られた「基礎強化計画」 

現在、新たな科学技術革命および産業変革が勃興し、国際競争は国家間の基礎研究の競争へ

と前倒しされてきた。その中で、科学の基本的問題にこそ重要な突破口があるとの認識から、

新たな科学的重要思想および科学的理論が生み出され、革新的技術が誕生することが望まれて

いる。中国のオリジナリティな研究成果が不足している問題を解決するため、とくに新しい研

究分野の開拓、新しい研究理論の提起、新しい現象の発見などにつながる「 から へ」の基

礎研究を強化し 、中でも重要な創造性を備えた基礎研究分野での革新成果の創出は、国際科学

技術競争における最高峰とされている。

しかしながら、中国の場合、すでに量の蓄積から質の向上へと飛躍したとは言え、基礎研究

は依然として弱い分野であり、重要なオリジナル成果にはまだ達していない。「 から へ」

のオリジナル成果をあげるには、長期的かつ重厚な知識の蓄積と積み重ね、各学科領域がバラ

ンスよく持続可能な発展をしていくよう安定したサポートを行う必要がある。また、数学、物

理などの重点基礎学科へのサポートを強化し、基礎数学分野の研究者が数学における最新課題

に対して基礎理論研究を行えるよう安定したサポートをすることは、基礎発展を充実させるた

めにも極めて重要である。自由な模索を貫き、オリジナル性を高め、科学的課題の方向性と需

要の牽引に重点を置くと同時に、科学者が科学研究活動において個人の興味と国家戦略の需要

とを強固に結びつけるよう促し、科学の先端における牽引と開拓を実現させ、根本的な創造力

を全面的に育成していくことが求められている。 

 

）革新型トップ人材育成のための戦略としての「基礎強化計画」 

国際的視点から見れば、世界の多極化、社会の情報化は著しい発展を遂げており、新たな科

学技術革命および産業改革が今まさに形成されつつあるが、国際競争の焦点は、実は人材の争

奪と育成であり、教育に対して優先的発展を施し、現代教育システムの構築を模索し続け、学

習型社会の構築に努め、多くの革新型人材を育成・発展させることは、すでに人類を持続可能

な発展の実現へと向かわせているだけでなく、複雑な挑戦と重大な課題に立ち向かうための戦

略的な鍵でもある。

中国の国内的視点から見れば、トップクラスの基礎研究人材は不足しており、とりわけ、基

礎学科卒業生の就職先の選択肢の幅が狭いことや、研究職でも工学より理学・数学などの研究
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年に歴史の表舞台から姿を消し、同時に基礎強化計画の実施がスタートした。同年の、北京大

学と清華大学の新入生のうち、約 ％が「基礎強化計画」によるもので、コンクールや推薦入

試により入学した者は ％に満たなかった。

そこで以下では、「基礎強化計画」成立の背景要因を三つの点から分析する。

 

１）革新発展戦略の前提としての認識から作られた「基礎強化計画」 

現在、新たな科学技術革命および産業変革が勃興し、国際競争は国家間の基礎研究の競争へ

と前倒しされてきた。その中で、科学の基本的問題にこそ重要な突破口があるとの認識から、

新たな科学的重要思想および科学的理論が生み出され、革新的技術が誕生することが望まれて

いる。中国のオリジナリティな研究成果が不足している問題を解決するため、とくに新しい研

究分野の開拓、新しい研究理論の提起、新しい現象の発見などにつながる「 から へ」の基

礎研究を強化し 、中でも重要な創造性を備えた基礎研究分野での革新成果の創出は、国際科学

技術競争における最高峰とされている。

しかしながら、中国の場合、すでに量の蓄積から質の向上へと飛躍したとは言え、基礎研究

は依然として弱い分野であり、重要なオリジナル成果にはまだ達していない。「 から へ」

のオリジナル成果をあげるには、長期的かつ重厚な知識の蓄積と積み重ね、各学科領域がバラ

ンスよく持続可能な発展をしていくよう安定したサポートを行う必要がある。また、数学、物

理などの重点基礎学科へのサポートを強化し、基礎数学分野の研究者が数学における最新課題

に対して基礎理論研究を行えるよう安定したサポートをすることは、基礎発展を充実させるた

めにも極めて重要である。自由な模索を貫き、オリジナル性を高め、科学的課題の方向性と需

要の牽引に重点を置くと同時に、科学者が科学研究活動において個人の興味と国家戦略の需要

とを強固に結びつけるよう促し、科学の先端における牽引と開拓を実現させ、根本的な創造力

を全面的に育成していくことが求められている。 

 

）革新型トップ人材育成のための戦略としての「基礎強化計画」 

国際的視点から見れば、世界の多極化、社会の情報化は著しい発展を遂げており、新たな科

学技術革命および産業改革が今まさに形成されつつあるが、国際競争の焦点は、実は人材の争

奪と育成であり、教育に対して優先的発展を施し、現代教育システムの構築を模索し続け、学

習型社会の構築に努め、多くの革新型人材を育成・発展させることは、すでに人類を持続可能

な発展の実現へと向かわせているだけでなく、複雑な挑戦と重大な課題に立ち向かうための戦

略的な鍵でもある。

中国の国内的視点から見れば、トップクラスの基礎研究人材は不足しており、とりわけ、基

礎学科卒業生の就職先の選択肢の幅が狭いことや、研究職でも工学より理学・数学などの研究
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資金の獲得が難しいことから、基礎学科への入学志望者が少ない一方、入学しても大学院段階

から他専攻への転出、研究者になっても応用領域への研究方向の転換など、基礎学科における

安定する人材の確保は大きな課題となっている。「基礎強化計画」が登場する前は、こうした

政策は主に学術的英才の選抜と育成に焦点を絞り、その専門知識と技能訓練のみを重視してき

たため、人格形成教育や社会的責任感の育成といった注意点が疎かにされてきた。実践の面で

も、とりわけ評価の点で、学生の学業成績および科研成果など数値化できる指標に重きを置き

過ぎており、社会的責任感や貢献度など隠れた要素の評価は形式的なものとなる傾向が強かっ

たといわれる。こうした人材育成戦略には政策面から一連の詳細な分析、検討がなされ、現計

画の目指すところはトップ人材の選別を促す専用ルートを構築し、基礎学科のトップ人材を大

量に育成することにある。 

 

）大学入試制度に対する補充機能としての「基礎強化計画」 

「基礎強化計画」の意義は大学による関与、募集準備、育成制度を模索し、学生個人の発展

と革新型トップ人材育成の有機結合を実現し、あわせて人材選抜における公平性ならびに学生

の個性化を発展促進させるという社会からの二つの要求によりよく応えることにある。

「基礎強化計画」は中等教育から高等教育にかけての一貫性という点で有利である。点数に

よって合否を決める募集モデルは一種の一方通行であり、本来大学入試は高大接続を円滑化す

ることを目的としているが、その機能を十分に考慮しておらず、中等教育と高等教育の間に連

続性の欠如を引き起こす。この問題は主に二つの点に見られる。一つ目は、入試対策という環

境の下、中等教育では点数や順位を過度に重視し、人格や心理面の育成が相対的に不足してい

るため、学生の現実世界に対する認識と適応能力の欠如といった事態を引き起こし、大学に入

ってからも喪失感に陥りやすくなる。二つ目は、中等教育では教師の指示の有効性が強調され、

生徒が両親や教員などに求められるのは試験の成績を上げることとされるため、将来の学術研

究や卒業後の進路に関して必要な理解や計画が欠けたままになりやすい。しかし大学に入ると

自主学習やライフプランがより重視されるため、情報不足と能力不足という二重苦に陥るので

ある。 

大学入試統一試験モデルは点数評価の役割を過分に強調しすぎる「成績至上主義」であり、

受験生の自己成長を軽視し、社会のために大量の任務をこなすだけの創造性に乏しい試験型人

材を育成しているのが現状であり、これは国、社会、経済の持続的発展における「人的資源の

問題点」となる可能性がある。こうした統一入試の弊害を取り除き、大学の自主選択権を強め

るため、先述したように 年に大学による個別募集改革の試みが始動したのであるが、その

後、 年にはこうした個別募集の過程で起こる矛盾を是正し、革新型トップ人材の選抜と育

成を推し進めるため、教育部は個別募集の廃止を宣言し、一部の大学で基礎学科募集改革の試

みが展開されることとなった。

 

２．「基礎強化計画」の現状と特徴 

基礎強化計画の募集校はすべて有力大学で、 年に東北大学、湖南大学、西北農林科技大
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学が新たに対象校に追加されたため、現在は 大学である。これらの大学はすべて プロジ

ェクト の指定校である。基礎強化計画と前述の個別募集制度とでは３つの点で大きな違いが

ある。まず、この二つは選抜の対象が異なっている。個別募集では主に「学科の特徴と独創的

潜在能力を備えた学生」を選抜していたが、基礎強化計画の場合、主に「国家戦略の求めに応

じる意志があり、かつ総合的に優秀な素養もしくは基礎学科が卓越した学生」を選抜している。

次に、募集する専攻も異なっている。個別募集では大学の専攻範囲を限定しなかったが、基

礎強化計画では、基礎学科の重要性を顕在化させ、数学、物理、化学、生物および一部の文系

専攻の募集に重点を置いている。

第三に、合否の選考基準も異なる。個別募集における主な合格基準は受験生が提出した申請

書類であった。しかし基礎強化計画では、受験生の大学入試成績を基準としており、関連学科

領域において優れた才能を見せる受験生は極めて少ない。基礎強化計画における募集条件は通

常、総合的に優秀な素養を持つ大学入試成績の優れた受験生および基礎学科が抜きんでている

学生、さらには中国数学オリンピック、全国高校生物理コンクール、中国化学オリンピック、

全国高校生生物学コンクール、全国青少年情報学オリンピックなど五つの学科コンクールにお

ける全国二等賞以上の入賞者、しかも大学統一入学試験の成績が出身省・直轄市・自治区にお

ける一流大学入学資格の最低ライン 以上の受験生となる。大学側の入学特例規定に関しては、

選抜の条件と方法を定め、事前に公開しなければならないが、大学入試成績は基礎強化計画に

おける合格基準において二つの重要な役割を果たすこととなった。一つ目は、合格大学の審査

条件であり、基礎強化計画ではコンクールの賞状、論文、特許などのみを審査条件とするやり

方を廃止したため、受験生の入試成績がその根拠となっている。二つ目は、合格の重要な根拠

である。基礎強化計画では個別募集で行われた「特例合格」の方式を変更した。大学は受験生

の入試成績、総合審査の結果、総合素養評価の状況などに基づいて総合成績を算出し、高い方

から順に合格とするため、受験生はより総合的に評価される。ちなみに、大学入試成績が占め

る割合は ％以上としなければならないことが条件となっている。

各大学は募集範囲や育成方式などの面で様々な試みを続けており、以下では事例として、清

華大学、武漢大学、中国科学技術大学 の例を見ていく。 

 

 
プロジェクトとは、 年から始まった一部の大学を世界一流大学まで成長させる中国のプロジェクト

である。 年 月に当時の江沢民主席がこのプロジェクトを初めて言及したことをきっかけに プロジェ

クトとした。 プロジェクトに指定された大学は北京大学、清華大学などを含めて、合計 校である。

中国の大学統一入学試験の合格ラインが省・直轄市・自治区によって異なる。その合格ラインには地域差が

存在し、それは各地域の使用する教材や学力の差を考慮するものもあるが、高等教育リソースの配分における

地域間の格差も反映されている。同じ省・直轄市・自治区内には、学力レベルに基づき、一般的に学校を「一

流大学」、「普通大学」、「民営大学」、「公立専門大学」、「民営専門大学」と５つの序列に分け、それぞ

れの序列に合格ラインを設け、「一流大学」の合格ラインが最も高い。その合格ラインはあくまでも同じ序列

内の学力レベルの低い学校に入る点数であり、学力の高い大学に入るにはもっと高い点数が求められる。例え

ば、 年北京の「一流大学」の合格ラインが 点であったが、清華大学に入るには最低 点が必要とな

る。

研究対象として、中国の大学ランキング首位の清華大学、「少年クラス」のようなエリート教育を長期的に

わたって実施してきた中国科学技術大学、北京に継ぎ中国で大学数が 番目多い都市の武漢にある武漢大学を

選んだ。
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学が新たに対象校に追加されたため、現在は 大学である。これらの大学はすべて プロジ

ェクト の指定校である。基礎強化計画と前述の個別募集制度とでは３つの点で大きな違いが

ある。まず、この二つは選抜の対象が異なっている。個別募集では主に「学科の特徴と独創的

潜在能力を備えた学生」を選抜していたが、基礎強化計画の場合、主に「国家戦略の求めに応

じる意志があり、かつ総合的に優秀な素養もしくは基礎学科が卓越した学生」を選抜している。

次に、募集する専攻も異なっている。個別募集では大学の専攻範囲を限定しなかったが、基

礎強化計画では、基礎学科の重要性を顕在化させ、数学、物理、化学、生物および一部の文系

専攻の募集に重点を置いている。

第三に、合否の選考基準も異なる。個別募集における主な合格基準は受験生が提出した申請

書類であった。しかし基礎強化計画では、受験生の大学入試成績を基準としており、関連学科

領域において優れた才能を見せる受験生は極めて少ない。基礎強化計画における募集条件は通

常、総合的に優秀な素養を持つ大学入試成績の優れた受験生および基礎学科が抜きんでている

学生、さらには中国数学オリンピック、全国高校生物理コンクール、中国化学オリンピック、

全国高校生生物学コンクール、全国青少年情報学オリンピックなど五つの学科コンクールにお

ける全国二等賞以上の入賞者、しかも大学統一入学試験の成績が出身省・直轄市・自治区にお

ける一流大学入学資格の最低ライン 以上の受験生となる。大学側の入学特例規定に関しては、

選抜の条件と方法を定め、事前に公開しなければならないが、大学入試成績は基礎強化計画に

おける合格基準において二つの重要な役割を果たすこととなった。一つ目は、合格大学の審査

条件であり、基礎強化計画ではコンクールの賞状、論文、特許などのみを審査条件とするやり

方を廃止したため、受験生の入試成績がその根拠となっている。二つ目は、合格の重要な根拠

である。基礎強化計画では個別募集で行われた「特例合格」の方式を変更した。大学は受験生

の入試成績、総合審査の結果、総合素養評価の状況などに基づいて総合成績を算出し、高い方

から順に合格とするため、受験生はより総合的に評価される。ちなみに、大学入試成績が占め

る割合は ％以上としなければならないことが条件となっている。

各大学は募集範囲や育成方式などの面で様々な試みを続けており、以下では事例として、清

華大学、武漢大学、中国科学技術大学 の例を見ていく。 

 

 
プロジェクトとは、 年から始まった一部の大学を世界一流大学まで成長させる中国のプロジェクト

である。 年 月に当時の江沢民主席がこのプロジェクトを初めて言及したことをきっかけに プロジェ

クトとした。 プロジェクトに指定された大学は北京大学、清華大学などを含めて、合計 校である。

中国の大学統一入学試験の合格ラインが省・直轄市・自治区によって異なる。その合格ラインには地域差が

存在し、それは各地域の使用する教材や学力の差を考慮するものもあるが、高等教育リソースの配分における

地域間の格差も反映されている。同じ省・直轄市・自治区内には、学力レベルに基づき、一般的に学校を「一

流大学」、「普通大学」、「民営大学」、「公立専門大学」、「民営専門大学」と５つの序列に分け、それぞ

れの序列に合格ラインを設け、「一流大学」の合格ラインが最も高い。その合格ラインはあくまでも同じ序列

内の学力レベルの低い学校に入る点数であり、学力の高い大学に入るにはもっと高い点数が求められる。例え

ば、 年北京の「一流大学」の合格ラインが 点であったが、清華大学に入るには最低 点が必要とな

る。

研究対象として、中国の大学ランキング首位の清華大学、「少年クラス」のようなエリート教育を長期的に

わたって実施してきた中国科学技術大学、北京に継ぎ中国で大学数が 番目多い都市の武漢にある武漢大学を

選んだ。

 

１）事例 ：清華大学

○募集する専攻と目標：

（１）理系基礎学術系専攻（数学および応用数学、物理学、化学、生物科学、情報およびコ

ンピュータ科学）の募集とし、その目的は理系基礎分野において特に優れ、関連基礎研究に従

事する意志のある学生の選抜と育成にある。

（２）理系基礎工程応用系専攻（数理基礎科学、化学生物学、理論および応用力学）の募集

とし、その目的は理系基礎分野において特に優れ、先端チップ・ソフトウェア、人工知能技術、

新材料、先端製造、国家安全など鍵となる分野の研究に従事する意志のある学生の選抜と育成

にある。 

入学者数： 人（ 年）  

○育成方式：

（１）寄宿書院制。清華大学では五つの書院（カレッジ）を基礎強化計画における人材育成

拠点に指定している。書院は基礎強化計画で募集した学生に対して専門的育成プランをそれぞ

れ設計し、関連教学資源を組み合わせる役割を果たす。

（２）人材に応じた教育。各書院は基礎強化計画で入学した学生を単独でクラス編成し、指

導教師制、少人数クラス などの育成モデルを実施する。

（３）国家実験室、国家重点実験室、最新科学センターなどのプロジェクト研究に基礎強化

計画の学生が参加するよう奨励する。

（４）学部―大学院の連携では、各段階で異なる育成を行う。基礎強化計画の学生には、そ

の専攻の修士、博士推薦枠を優先的に使っていく。

（５）国際化レベルを高める。国際的に影響力のある著名な科学者を招聘して指導・講義を

行い、最新の講演、論文指導などの教学活動に参加させる。共同育成、交換留学プロジェクト、

実験室研究などの方法を通じ、基礎強化計画の学生を国外の一流大学へと派遣し、計画的かつ

目的のある学習や交流を行わせ、国際的視野を広げる。 

 

２）事例 ：武漢大学

○募集する専攻：

理工系では数学および応用数学、物理学、化学、生物科学、基礎医学とする。

入学者数： 人（ 年）

○育成方式：

 
「清華大学 年基礎強化計画学生募集ガイドライン」

（ 、 年 月 日アクセス）により。

清華大学 （ 、 年 月 日アクセス）による

大学の少人数クラスの学生規模は通常 名以内となっている。

「武漢大学 年基礎強化計画学生募集ガイドライン」

（ 、 年 月

日アクセス）により。

「 年各省より 人が武漢大学に合格」（ 、

年 月 日アクセス）
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（１）基礎強化計画の学生には段階的審査および転出・転入流動メカニズムを実施する。学

部二年生の後期の時点で、基礎強化計画の学生に対する専門家の審査を実施し、不合格の学生

は同専攻の普通クラスへ転出とする。学部三年生の後期の時点で、再び専門家による審査を実

施し、審査結果が良好もしくは優秀だった学生には修士生推薦資格を与える。そのうち極めて

優秀な学生には博士生までの連続推薦資格を優先的に与える。修士期間中も専門家による審査

メカニズムを継続的に実施し、育成の質をチェックした上で、不合格の学生には流動管理を実

施する。

（２）創造型の学術系トップ人材を育成目標に掲げ、学部・修士・博士の連動育成モデルを

推進する。

（３）科学と教育による共同育成を推進する。大学の関連科研プロジェクトおよび科研機関、

例えば国家重点実験室、科研実験室、最新科学センターなどが連携し、基礎強化計画の学生を

優先的にプロジェクト研究に参加させる。

（４）基礎強化計画の学生における海外留学交流経費の需要を優先的に保証する。能力が高

く、国際的に一流レベルの基礎学科分野トップ人材を育成し、奨学金審査などの点でも優先的

に考慮する。 

 

３）事例 ：中国科学技術大学

○募集する専攻：

数学および応用数学、情報およびコンピュータ科学、物理学、応用物理学、化学、生物科

学、生物技術、理論および応用力学、核工程および核技術とする。

入学者数： 人（ 年）

○育成方式：

（１）各専攻における基礎強化計画クラスは 人前後の編成とし、少人数クラスを実施する。

基礎強化計画のすべての学生に学術的に一流の指導教師をつけ、全過程における指導を行い、

その学業プラン、学術能力展開などにおける全面的な向上を助ける。

（２）基礎強化計画の学生一人一人の個別成長記録を作成し、育成が順調に進むようサポー

トしていく。毎年、学業成績に基づいた流動管理および淘汰メカニズムを機能させると同時に、

優秀な学生であれば基礎強化計画に転入できるようにする。

（３）修士、博士の推薦枠を基礎強化計画の学生に優先的に使い、学部卒業後に直接博士生

までの進路を選択する学生の育成を推奨する。

（４）基礎強化計画の学生すべてに十分な奨学金および国際交流の機会と経費を提供する。

また、これらの学生には中国科学院の関連研究所、国家大科学プロジェクトやプラットフォー

ムで実践能力を高める機会を与える。 

 
「中国科学技術大学 年基礎強化計画学生募集ガイドライン」

（ 、 年 月 日アクセス）により。

年 月 日アクセス による。
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（１）基礎強化計画の学生には段階的審査および転出・転入流動メカニズムを実施する。学

部二年生の後期の時点で、基礎強化計画の学生に対する専門家の審査を実施し、不合格の学生

は同専攻の普通クラスへ転出とする。学部三年生の後期の時点で、再び専門家による審査を実

施し、審査結果が良好もしくは優秀だった学生には修士生推薦資格を与える。そのうち極めて

優秀な学生には博士生までの連続推薦資格を優先的に与える。修士期間中も専門家による審査

メカニズムを継続的に実施し、育成の質をチェックした上で、不合格の学生には流動管理を実

施する。

（２）創造型の学術系トップ人材を育成目標に掲げ、学部・修士・博士の連動育成モデルを

推進する。

（３）科学と教育による共同育成を推進する。大学の関連科研プロジェクトおよび科研機関、

例えば国家重点実験室、科研実験室、最新科学センターなどが連携し、基礎強化計画の学生を

優先的にプロジェクト研究に参加させる。

（４）基礎強化計画の学生における海外留学交流経費の需要を優先的に保証する。能力が高

く、国際的に一流レベルの基礎学科分野トップ人材を育成し、奨学金審査などの点でも優先的

に考慮する。 

 

３）事例 ：中国科学技術大学

○募集する専攻：

数学および応用数学、情報およびコンピュータ科学、物理学、応用物理学、化学、生物科

学、生物技術、理論および応用力学、核工程および核技術とする。

入学者数： 人（ 年）

○育成方式：

（１）各専攻における基礎強化計画クラスは 人前後の編成とし、少人数クラスを実施する。

基礎強化計画のすべての学生に学術的に一流の指導教師をつけ、全過程における指導を行い、

その学業プラン、学術能力展開などにおける全面的な向上を助ける。

（２）基礎強化計画の学生一人一人の個別成長記録を作成し、育成が順調に進むようサポー

トしていく。毎年、学業成績に基づいた流動管理および淘汰メカニズムを機能させると同時に、

優秀な学生であれば基礎強化計画に転入できるようにする。

（３）修士、博士の推薦枠を基礎強化計画の学生に優先的に使い、学部卒業後に直接博士生

までの進路を選択する学生の育成を推奨する。

（４）基礎強化計画の学生すべてに十分な奨学金および国際交流の機会と経費を提供する。

また、これらの学生には中国科学院の関連研究所、国家大科学プロジェクトやプラットフォー

ムで実践能力を高める機会を与える。 

 
「中国科学技術大学 年基礎強化計画学生募集ガイドライン」

（ 、 年 月 日アクセス）により。

年 月 日アクセス による。

 

４）各事例大学における共通点 

以上のような各大学で実施されている「基礎強化計画」は次の つの共通の特徴に整理する

ことが出来よう。

（１）少人数クラスによる育成モデルの実施

各大学もしくは学部は、基礎強化計画で入学した学生を単独でクラス編成し、その育成プラ

ンも単独で策定する。それと同時に、優秀な教員や豊富な教育リソースの提供を通じて、よい

学術環境および雰囲気を作り出している。そのうち、清華大学が実施する「基礎強化計画」は

書院制モデルを深く探究し、革新を要とする書院文化を構築して人材に応じた教育、学生の自

己成長を奨励する他、師弟間の心の交流も強化し、優秀な学生における人格形成を促している。 

（２）学部生指導教師制の定着

年前後、中国の大学は学部生の指導教師制を推進し始めた。この制度実施の目的は、高

等教育大衆化という背景の下、学部教育の質を高めるためであり、一対一の指導モデルを構築

し、「学生の全面的発展のために良質な個別サービスを提供する」ものとした。しかし、当該

制度の実施以来、長期的な形式主義、目的の不明確、師弟間の対立、効果が上がらないなどの

課題が明らかとなり、理想から遠い結果を生み出してきた。学部生指導教師制の効果的な実施

は、関連する理念、制度、環境のサポートによって決まる。通常、博雅教育理念はこの制度の

精神的中核であり、寄宿制はその実施基盤であり、少人数制と師弟比の低さは実施する上での

重要な保障となる。中国高等教育における現時点での規模と特徴から見ると、この制度を実施

するのは困難であり、制度と経費のサポートがある基礎強化計画を突破口として指導教師制を

定着させていく他ない。北京大学では院士（科学アカデミー会員）などトップクラスの学者を

指導教師に据えて学生に講義を行い、「 ＋ 」指導教師制を実施している。その結果、一人の

学生に専攻科目の指導教師一人、専攻外科目の指導教師数名がつき、カリキュラム学習、科学

研究、職業進路プラン、メンタルケアなどにおいて牽引・指導を行い、全人的な育成、全面的

な育成モデルを形成しているのである。 

（３）国際性の強調

基礎強化計画を実施する各大学は、いずれも世界のトップ大学との戦略的提携強化を重視し、

国際的な大学者がトップ人材の育成に加わるよう積極的に働きかけている。トップレベルの学

生の国際的視野を広げるため、各大学では研修実習、サマープログラム、短期視察などの方式

を用い、学生の国際文化理解能力を高めている。同時に、国際共同イノベーションチームの構

築や学術共同体の設立を通じ、トップレベルの学生が世界の科学文化研究における最先端に接

し、国際一流学術グループに溶け込むための条件を作り出している。 

（４）学士・修士・博士の一体化育成メカニズムの模索

成長・発展の道を切り開くため、学業に秀でた学生に対し、大学は修士生や博士生への推薦

枠を優先的に用い、学部・修士・博士の連携した育成モデルを積極的に模索する。これまで学

生は学部、修士、博士の三つの教育段階を修了するのに通常 年の時間を要してきた。しかし、

この三つの段階をつなげ、育成段階の計画も同時に行えば、人材育成面で一層の最適化が可能
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となる。カリキュラムの一貫性の強化、単位の互換推進、学制の弾力的運用などを採用してい

けば、この三段階の育成における重複部分を取り除けると同時に、それぞれの段階で進学のた

めに要していた院生入試対策など大量の時間を節約でき、人材育成の周期を有効に短縮し、そ

の効率を高めることが可能となる。 

（５）科学・教育による研究能力の共同育成

各大学は国家戦略の需要に基づく革新を方向性に据え、科学と教育が共同で人を育てる理念

を全面的に推進し、国家実験室、国家重点実験室、最新科学センターなどの研究プロジェクト

研究に基礎強化計画の学生が参加するよう奨励していく。また、学生が基礎研究や最新学際的

研究、鍵となる革新的技術攻略に参加するようサポートし、学生の創造力および科研における

問題解決能力を着実に高めていく。一部の大学では業界指導教師や、国家重点プロジェクト参

加者を招いた共同育成を行い、ハイレベルなコンクールや研究成果の商品転化において学生が

イノベーション・起業能力を高められるようサポートしている。 

（６）質保証システムの構築

基礎強化計画を通じて入学した学生は、原則として他学科への転出は認められない。優秀な

学生がより高いレベルで学習できるよう奨励すると同時に、成績不良の学生は淘汰していく。

大学ではまた、在校生、卒業生の追跡調査メカニズムおよび人材成長データバンクを構築し、

質の測定とフィードバックに基づき、人材募集と育成プランを引き続き改善していく。 

 

３．「基礎強化計画」の意義と現存する課題

これまで見てきたように「基礎強化計画」は国家戦略の需要を方向性とし、募集者の学科・

専攻を確定している。そして、そこでは基礎学科の牽引を更に強化し、国の経済社会発展に欠

かせないハイレベル人材の育成に力を入れている。このような、中国の特色ある革新型トップ

人材育成の道のりを模索する上で、「基礎強化計画」には重要な教育上の意義もしくは使命が

見いだされる。それらを一つずつ検討してみよう。

１）「基礎強化計画」の教育上の意義

（１）政府主導型の典型的な高等教育ガバナンスモデルの提示

中国高等教育は上から下への政策駆動型高等教育ガバナンスモデルを形成しているが、これ

は高等教育が短期間のうちに急速に発展した要因でもあり、同時に中国高等教育の脆弱な基盤

という実状が生み出したものでもある。目標という点で、中国高等教育の発展は往々にして国

家重点戦略の需要と切り離せない。近年、国際科学技術競争は激化し、中国では「科学・教育

興国」、「人材強国」戦略に次ぎ、科研の自主、科学技術の自強が再び強調されるようになり、

「革新駆動発展」戦略が打ち出されている。その中で「基礎強化計画」はまさに国家重点戦略

の求めに応じる意志があり、かつ総合的に優秀な素養もしくは基礎学科が抜きんでている学生

を選抜・育成するものである。人工知能技術、新材料、先端製造など鍵となる分野をフォーカ

スすることで、科学技術のオリジナル革新を実現させる。高等教育人材育成の面から言えば、

「基礎強化計画」は実際のところ、卓越した人材や革新型トップ人材育成ならびにハイレベル
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となる。カリキュラムの一貫性の強化、単位の互換推進、学制の弾力的運用などを採用してい

けば、この三段階の育成における重複部分を取り除けると同時に、それぞれの段階で進学のた

めに要していた院生入試対策など大量の時間を節約でき、人材育成の周期を有効に短縮し、そ

の効率を高めることが可能となる。 

（５）科学・教育による研究能力の共同育成

各大学は国家戦略の需要に基づく革新を方向性に据え、科学と教育が共同で人を育てる理念

を全面的に推進し、国家実験室、国家重点実験室、最新科学センターなどの研究プロジェクト

研究に基礎強化計画の学生が参加するよう奨励していく。また、学生が基礎研究や最新学際的

研究、鍵となる革新的技術攻略に参加するようサポートし、学生の創造力および科研における

問題解決能力を着実に高めていく。一部の大学では業界指導教師や、国家重点プロジェクト参

加者を招いた共同育成を行い、ハイレベルなコンクールや研究成果の商品転化において学生が

イノベーション・起業能力を高められるようサポートしている。 

（６）質保証システムの構築

基礎強化計画を通じて入学した学生は、原則として他学科への転出は認められない。優秀な

学生がより高いレベルで学習できるよう奨励すると同時に、成績不良の学生は淘汰していく。

大学ではまた、在校生、卒業生の追跡調査メカニズムおよび人材成長データバンクを構築し、

質の測定とフィードバックに基づき、人材募集と育成プランを引き続き改善していく。 

 

３．「基礎強化計画」の意義と現存する課題

これまで見てきたように「基礎強化計画」は国家戦略の需要を方向性とし、募集者の学科・

専攻を確定している。そして、そこでは基礎学科の牽引を更に強化し、国の経済社会発展に欠

かせないハイレベル人材の育成に力を入れている。このような、中国の特色ある革新型トップ

人材育成の道のりを模索する上で、「基礎強化計画」には重要な教育上の意義もしくは使命が

見いだされる。それらを一つずつ検討してみよう。

１）「基礎強化計画」の教育上の意義

（１）政府主導型の典型的な高等教育ガバナンスモデルの提示

中国高等教育は上から下への政策駆動型高等教育ガバナンスモデルを形成しているが、これ

は高等教育が短期間のうちに急速に発展した要因でもあり、同時に中国高等教育の脆弱な基盤

という実状が生み出したものでもある。目標という点で、中国高等教育の発展は往々にして国

家重点戦略の需要と切り離せない。近年、国際科学技術競争は激化し、中国では「科学・教育

興国」、「人材強国」戦略に次ぎ、科研の自主、科学技術の自強が再び強調されるようになり、

「革新駆動発展」戦略が打ち出されている。その中で「基礎強化計画」はまさに国家重点戦略

の求めに応じる意志があり、かつ総合的に優秀な素養もしくは基礎学科が抜きんでている学生

を選抜・育成するものである。人工知能技術、新材料、先端製造など鍵となる分野をフォーカ

スすることで、科学技術のオリジナル革新を実現させる。高等教育人材育成の面から言えば、

「基礎強化計画」は実際のところ、卓越した人材や革新型トップ人材育成ならびにハイレベル

 

人材規模拡大を強調したものであり、人材育成の質とレベルを引き上げるものであり、これは

中国高等教育に付与された重要な使命でもある。 

（２）エリート教育と公平な教育との結合を推進する制度設計

基礎強化計画は大学入試の成績を合格基準とし、制度メカニズムを改善して、受験生におけ

る機会の公平、過程の公開、結果の公正を保障すると同時に、国際科学オリンピック入賞者を

重視するエリート教育の伝統をある程度残してもいる。大学は大衆教育において再びエリート

教育へと回帰しようとしている。 

（３）教育評価改革との結合を推進させる評価モデル

人材の育成重視の姿勢を貫き、募集の過程においては受験生に対し、全面的・総合的評価を

模索し、生徒の総合的素養の育成を高校に重視させるよう指導した。改革・提携の面では、全

面的・総合的教育評価と高等教育関連改革との結合を推進した。統一計画と協調を強化し、基

礎学科トップレベルの学生の育成、科学技術革新強化などの改革と関連づけ、改革の力を形成

した。 

（４）新たな人材育成モデルの提示

清華大学は基礎強化計画のために新たに五つの書院を設立した。これらの書院は基礎強化計

画の育成要求に基づき、専用の人材育成体系を策定し、学生を中心とする人材育成の効果を着

実に高め、国のためにより多くの知識と才能ある人材を送り出した。それ以外に、北京大学は

「鹿鳴書院基礎強化計画クラス」を設けた。ここでは、一般教養と専門教育とを融合させた学

部教育システムが用いられ、優秀な学生を育成してきた。プリンストン大学の元学長シャーリ

ー・ティルマンは、「新システムにおける最も独創的で最も興奮させる要素は、それが大学生

活の学術と非学術とを融合させている点にある。書院は寝泊りと食事をするところだが、学術

指導、講義、課外活動を行う場所でもある」と指摘している。書院に寝泊りするというやり方

を通じて人を教え育て、学生の精神と性格を塑造し、チームワークやリーダーシップの才能を

育てるのである。

２）事例大学に見られる実施課題

以上のような取組と同時に、基礎強化計画の実施には一連の課題も浮上している。

（１）トップレベルの設計不足

中国には大学エリート教育の管理に携わる政府の専門部門が存在していないため、エリート

教育の実施・計画・管理はすべて各大学が自発的に行っている。その結果、英才教育における

大学間の連携が行われず、それぞれが勝手に行う支離滅裂な状況が続いている。そこで、育成

体制においてトップレベルの設計を行い、トップ人材育成連絡会議を設立し、統括部門を明確

にした上で、教育管理部門や専門家を集めることが肝要となる。さらに連絡会議機構を常態化

し、そこから集団政策決定能力を強化し、管理面での提携を図り、トップレベルの設計および

人材発展戦略実施の点において核心的役割を果たせるようにしていく必要があるだろう。 

（２）政策の非連続性による人材育成における一貫性の欠如

人材育成が国家および経済社会の発展戦略のために果たす役割は依然として重要であるが、
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政策が変わるたびに一貫性や持続性の欠如が引き起こされるため、人材育成に対し負の影響を

与えている。総合評価募集モデルにおける各主体の中で、高校は相対的に弱い立場にある。彼

らは国の教育方針を実施し、素養教育を施す重要な担体であるが、政府の審査や大学選抜とい

う多重のプレッシャーを抱える状況にも陥りやすい。そこで、安定した育成制度が特に必要と

なってくるわけであり、政策の一貫性を保証した上で、引き続き学業のレベルを高め、学校の

独自色を打ち出し、高校教育の目標を実現させていくことが求められる。 

（３）大学の自主性、自律性の欠如による個性の埋没

「基礎強化計画」合否決定の際は、大学入試の成績が ％以上を占め、大学が行う筆記試験、

面接、総合評価の合計が ％を超えてはならず、依然として大学入試成績がメインとなり、大

学の自主性は不足している状態にある。現在、「基礎強化計画」に参加している大学はすべて

中国の「ダブル一流（世界一流大学ならびに一流学科を目標とする）」推進プロジェクトに指

定されている大学であり、大学の総合力、特色、専攻の優位性も異なり、異なるレベル、異な

る類別による募集プランが可能である。例えば、北京大学、清華大学などはより良質で豊富な

資源を有しているため、その募集プラン策定の際は、より多元化した方式、例えば高校側との

共同育成モデル構築などを通じた選抜などを試すことができる。また、その他の「ダブル一流」

建設大学も、高校側との間で総合評価システムを構築し、自らに適した人材を提供してもらう

ためのより多くの参考データについて重点的に考慮すべきである。 

（４）重点大学と普通大学の間の格差の拡大

教育強国および科学・教育興国の戦略の下、国は傾斜性を備えた資源配分方法を策定した。

政策実施の初期段階では、資源が乏しかったことにより、一部の大学に力を集めて優先的に発

展させざるを得なかった。こうした資源配分方法を長期的に実施してきた結果、我が国のエリ

ート大学、すなわち元「 プロジェクト」や「 プロジェクト」に指定された大学は、高等

教育ピラミッドの頂点に長期的に君臨し続けてきたが、政府の各政策や財政における傾斜的サ

ポートの下、これらの大学と普通大学との差はますます広がり、固定的で格差の激しい「ピラ

ミッド」式の高等教育の等級性構造が形成される可能性がある。 

 

４．日本への示唆

以上、中国の大学における基礎学科トップ人材育成の特徴と課題について見てきた。「基礎

強化計画」に代表される施策は、高校から大学への連続性が更に求められることから、入試制

度にも踏み込んだ革新的な制度設計となっている。中国のこのような変革は、中国自体の大規

模かつ急激な教育システムの発展に基づくものではあるが、強い国家主導で進められた一律的

な改革であることから、「ピラミッド」式で多様な高等教育の実態に適合させるために、大学

入試制度そのものや入学者選抜評価の偏りや固定化を生み、本文中でも指摘されているように

学生にとっては大学入学後の伸び悩みを招き、一方で、制度的負荷や歪みを与えてきたことも

事実である。

しかしながら、先述の分析にあるように、人材養成のニーズに基づく基礎教育の強化や事例

大学で示された大学現場でのガバナンス、補充機能や対応戦略には、新旧の中国教育の長所を
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政策が変わるたびに一貫性や持続性の欠如が引き起こされるため、人材育成に対し負の影響を

与えている。総合評価募集モデルにおける各主体の中で、高校は相対的に弱い立場にある。彼

らは国の教育方針を実施し、素養教育を施す重要な担体であるが、政府の審査や大学選抜とい

う多重のプレッシャーを抱える状況にも陥りやすい。そこで、安定した育成制度が特に必要と

なってくるわけであり、政策の一貫性を保証した上で、引き続き学業のレベルを高め、学校の

独自色を打ち出し、高校教育の目標を実現させていくことが求められる。 

（３）大学の自主性、自律性の欠如による個性の埋没

「基礎強化計画」合否決定の際は、大学入試の成績が ％以上を占め、大学が行う筆記試験、

面接、総合評価の合計が ％を超えてはならず、依然として大学入試成績がメインとなり、大

学の自主性は不足している状態にある。現在、「基礎強化計画」に参加している大学はすべて

中国の「ダブル一流（世界一流大学ならびに一流学科を目標とする）」推進プロジェクトに指

定されている大学であり、大学の総合力、特色、専攻の優位性も異なり、異なるレベル、異な

る類別による募集プランが可能である。例えば、北京大学、清華大学などはより良質で豊富な

資源を有しているため、その募集プラン策定の際は、より多元化した方式、例えば高校側との

共同育成モデル構築などを通じた選抜などを試すことができる。また、その他の「ダブル一流」

建設大学も、高校側との間で総合評価システムを構築し、自らに適した人材を提供してもらう

ためのより多くの参考データについて重点的に考慮すべきである。 

（４）重点大学と普通大学の間の格差の拡大

教育強国および科学・教育興国の戦略の下、国は傾斜性を備えた資源配分方法を策定した。

政策実施の初期段階では、資源が乏しかったことにより、一部の大学に力を集めて優先的に発

展させざるを得なかった。こうした資源配分方法を長期的に実施してきた結果、我が国のエリ

ート大学、すなわち元「 プロジェクト」や「 プロジェクト」に指定された大学は、高等

教育ピラミッドの頂点に長期的に君臨し続けてきたが、政府の各政策や財政における傾斜的サ

ポートの下、これらの大学と普通大学との差はますます広がり、固定的で格差の激しい「ピラ

ミッド」式の高等教育の等級性構造が形成される可能性がある。 

 

４．日本への示唆

以上、中国の大学における基礎学科トップ人材育成の特徴と課題について見てきた。「基礎

強化計画」に代表される施策は、高校から大学への連続性が更に求められることから、入試制

度にも踏み込んだ革新的な制度設計となっている。中国のこのような変革は、中国自体の大規

模かつ急激な教育システムの発展に基づくものではあるが、強い国家主導で進められた一律的

な改革であることから、「ピラミッド」式で多様な高等教育の実態に適合させるために、大学

入試制度そのものや入学者選抜評価の偏りや固定化を生み、本文中でも指摘されているように

学生にとっては大学入学後の伸び悩みを招き、一方で、制度的負荷や歪みを与えてきたことも

事実である。

しかしながら、先述の分析にあるように、人材養成のニーズに基づく基礎教育の強化や事例

大学で示された大学現場でのガバナンス、補充機能や対応戦略には、新旧の中国教育の長所を

 

活かした設計が見られる。寄宿書院制を初めとして、少人数、指導教師制、プロジェクト参加

型、学部大学院の連携や一貫的育成モデル、転出転入の流動メカニズム、個別成長記録やサポ

ートシステム等々による優れた育成方式は、ドラスティックであり、中国であるからこそ、新

しい教育に向けた改革が急テンポで推進、拡大される可能性が大きい。

今後の課題でも指摘されているように、高校との連携した育成モデルなど、高校での学びを

踏まえた人材育成方式は、これまでの統一入試という一律の学習成果・能力評価方法を、高大

をつなぐ一貫した学びのプロセスでの評価としていくことが必要であろう。また、その中で、

「公平性」とは一度の受験で決定する「横並びの機会の公平性」から、「個々に応じた教育の

公平性」となりつつあることを予感させる。

海外の日本式学校は個々に対応した緻密な教育方式や正規カリキュラム以外での教師生徒間

の関係性や影響力を評価するものでもある。大学進学を前提しつつも、幼小中高大という教育

制度の中で、優秀な人材育成像では個々の生徒が知識・技能・諸能力育成を積み重ね、その特

性や個性を重層的に形成する。専門性や学際性は高校までの学びや教養教育を踏まえる必要が

あるが、少なくとも歪みやその効率性に課題がある部分があれば、その改善がなされなければ

ならない。その際に、新しい教育改革に向けて海外の教育の取り込みと同時に、自国の教育の

改革が進められ、それぞれの文化社会地域の特性を踏まえながら、多様な教育のあり方を担保

しつつ、改革が進められなければならない。中国の基礎学科トップ人材育成のための基礎強化

計画は、日本をはじめ、世界の中等教育および高等教育のカリキュラム設計に様々な知見を与

えるものである。
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   Measures to cultivate science and technology innovative talents in Chinese universities  
              “Strengthening Basic Disciplines Plan” as an example 
 

       Jinping Zhao and Hisao Takekuma 

 

The size of higher education enrolments in China will reach 46.55 million by 2022, with an 

enrolment rate of 59.6% for the same age group. As the scale of higher education continues to expand, it 

is becoming increasingly important to talk about the development issues of Chinese elite education from 

the perspective of a relationship that combines traditional elite education and emerging mass education.  

The purpose of this paper is to present the educational significance and implementation issues based 

on the background factors of science and technology education and to consider the development 

direction of science and technology education, by clarifying the background, implementation proc ess 

and implementation status of this 'Strengthening Basic Disciplines Plan' as a case study. 

The measures represented by the 'Strengthening Basic Disciplines Plan' are an innovative institutional 

design that also goes into the admissions system, as there is an even greater need for continuity from 

high school to university. Although based on the massive and rapid development of China's own 

education system, such changes in China, being uniform reforms promoted by a strong state initiative, 

have produced bias and fixation in the university entrance examination system itself and in the 

admission assessment, in order to adapt it to the reality of the "pyramid" style and diverse higher 

education system. 

However, the strengthening of basic education based on the needs of human resource development 

and the on-the-ground university governance, replenishment functions and response strategies in some 

universities show that they are designed to take advantage of the strengths of Chinese education, both 

old and new. The excellent training methods, such as the boarding system, small class sizes, 

mentor-teacher system, project participation, undergraduate and postgraduate cooperation and 

integrated training models, the fluidity mechanism of moving in and out, individual growth records and 

support systems, etc., are drastic, and because it is in China, the reforms towards new education are the 

potential for rapid promotion and great expansion. 

As pointed out in future issues, human resource development methods based on learning in high 

school, such as development models in collaboration with high schools, will require that the existing 

fixed method of assessing learning outcomes and abilities of unified entrance examinations be replaced 

with a consistent learning process that links high school and university. In this context, it is also 

foreseeable that 'fairness' is moving from 'fairness of horizontal opportunities' determined by a single 

entrance examination to 'fairness of individualized educational needs'.  

China's plan to strengthen basic disciplines for the development of excellent talents in basic sciences 

provides various insights into curriculum design in secondary and tertiary education in Japan and the 

rest of the world.
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